
＜実施内容＞

＜記録写真＞

   たくさんの修了生が帰ってきました

＜参加者からのコメント＞
HTさん（アメリカ合衆国）/USA KSさん（日本）/Japan

大学関係者 来場者等

インターナショナルフェスティバルは、地域の人と触
れ合う素晴らしい機会でした。私は来場者の何人か
と話し、地域の人の暮らしや文化と、何が違って、何
が似ているかを共有しました。  話題の中心は、表
現の仕方は違っても、基本的には皆、似たような悲
しみと現実と夢をもつ人間であるいうことでした。
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今回初めてインターナショナルフェスティバルに参加しま
した。日常の中ではなかなか触れることのできない外国
の文化に触れることができ、有意義な時間を過ごさせて

いただきました。特にステージパフォーマンスでは、さまざ
まな国のダンスや音楽などの発表を見ることができ、それ
ぞれの国の個性を感じられる貴重な時間となりました。ど
のグループも自分たちの国が大好きだと伝わってくる素
敵なパフォーマンスで、見ていてとても楽しい気持ちにさ
せてもらいました。来年以降もぜひ参加させていただきた

いです。ありがとうございました。

南魚沼市との共催で「多文化ふれあいコミュニティ事業」として「インターナショナルフェスティバル2017」を
開催した。「インターナショナルフェスティバル」は毎年学生主導で開催している国際大学の一大イベント
である。今年は小雨模様にもかかわらず、2700名の来場者があった。留学生、日本人学生、および地域

の方が様々な国・地域のダンスや歌、料理を披露した。
屋外には17の国・地域の屋台が並び、一皿100円から200円で販売した。留学生は自国の民族衣装に身

を包み、来場者との会話も弾んだ。モンゴルチームはゲルを建てて、来場者を歓迎した。
体育館のステージでは地元の和太鼓と阿波踊りのチームがオープニングを盛り上げた。各国チームの歌

や踊りに加え、合気道クラブやベリーダンスクラブが演舞やダンスを披露した。
また大学創立35周年事業と同時開催であったので、「ホームカミング」の修了生を壇上で紹介した。

学生も来場者も修了生も、楽しい時間を共有する場となった。
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カンボジアチームの孔雀の舞い 来場者でにぎわうフードブース

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民 スタッフ

団体名 国際大学

40120

事業名

実施期間

場　　　所

3240名27002010

合計

多文化ふれあいコミュニティ事業

2017年5月13日（土）午後2時から6時

国際大学　体育館　及び　野外特設会場

参加者数


	様式6-3（HP用原稿）

